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〇 プラスチック被覆肥料とは

プラスチック被覆肥料は、肥料成分が徐々に溶け出す機能を有し、作業の省⼒化や肥料の施
肥量低減に資することから、農業⽣産現場にとって有効な技術である⼀⽅、使⽤後の被膜殻が
ほ場から流出することで、海洋汚染等の要因となることが指摘されている。

１

①⼟壌⽔分被膜内部に浸透

②内部の肥料成分を溶解

③溶解した肥料成分徐々に溶出

○省⼒化
春の１回の施⽤で良いことや、夏の追肥作業を

省略可能

・農作業の省⼒化

【被覆肥料のメリット】
作物の成⻑に必要な時期に肥料を溶出すること

が可能

・経営コスト改善
・地球温暖化防⽌や地下⽔汚染低減にも貢献

○施⽤量の低減
作物が吸収する時期に肥料が溶出するため、

ほ場からの流出投⼊量を抑えることが可能

プラスチックを使⽤した
被覆肥料の仕組み プラスチック被覆肥料の特徴



〇 肥料関係団体の取組方針
令和４年１⽉に肥料関係団体※が、2030年までにプラスチック被覆肥料に頼らない農業にするこ

とを⽬標とした取組⽅針（プラスチック被膜殻の海洋流出防⽌に向けた取組⽅針）を公表。
農林⽔産省においても、地⽅公共団体及び農業団体に対し、周知を実施。

※ 全国農業協同組合連合会、全国複合肥料⼯業会、⽇本肥料アンモニア協会
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〇 農林水産省における取組 ①（肥料袋への表示）

肥料法（肥料の品質の確保等に関する法律）に基づき農林⽔産⼤⾂が定める表⽰基準におい
て、令和４年11⽉より、被覆肥料の「被覆原料」を表⽰事項に追加。
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〇 農林水産省における取組 ②（流出実態調査・アンケート調査）
プラスチックを使用した被覆肥料は、肥料成分が溶出した後の被膜殻が河川等を通じて海洋へ流

出するおそれがあることから、より効果的な流出防止策の検討を進めるため、被膜殻のほ場からの
流出実態を調査

４

流出実態調査 アンケート調査（⽔稲⽣産者等）



〇 農林水産省における取組 ③（その他の代替技術等の事例紹介・代替技術①）５



〇 農林水産省における取組 ③（その他の代替技術等の事例紹介・代替技術②）６



〇 農林水産省における取組 ③（その他の代替技術等の事例紹介・代替技術③）７



〇 農林水産省における取組 ③（その他の代替技術等の事例紹介・代替技術④）８



〇 農林水産省における取組 ③（その他の代替技術等の事例紹介・流出防止技術）９



〇 農林水産省における取組 ④（代替技術等の普及①）
令和３年度補正予算以降措置している「みどりの⾷料システム戦略推進交付⾦」において、全
国28か所でプラスチック被覆肥料の代替技術や被膜殻の流出防⽌技術など様々な技術の実証に取
り組んできたところ。
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〇 農林水産省における取組 ④（代替技術等の普及②）
「みどりの⾷料システム戦略推進交付⾦」により、様々な技術について実証が終了した地区では、
成果を栽培マニュアル等に取りまとめて公表することで、普及段階に移⾏し、技術の横展開を図る。
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